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はじめに
2003年に公開された映画『マイ・ビッグ・ファット・
ウエディング』（原題 MyBigFatGreekWedding,
2002年アメリカ公開）は，脚本も担当したニア・
ヴァルダロス（NiaVardalos）扮する主人公のギリ
シア系アメリカ人トゥーラ・ポルトカルロス
（ToulaPortokalos）が，アメリカ人イアン・ミラー
（IanMiler）と様々な障害を乗り越えて結婚を果
たすまでを描いたラブ・コメディー映画である。彼
らの前に立ちはだかった障壁の多くは，主として異
文化間の衝突が原因となっている。
ギリシア人であるトゥーラの父ガス・ポルトカル
ロス（GusPortokalos）は，彼女がギリシア人と
結婚し，幸せな家庭を築くことを願っており，また
それしか認めてもいない。この父親の考え方は，彼
の教えとしてトゥーラが幼いころから徹底的にたた
き込まれることになる。トゥーラの二人の姉弟は，
父親の教えに従い，在米ギリシア人2世としての
アイデンティティを比較的順調に築き上げてきてい
るように描かれている。このような姉弟に対し，トゥー
ラは，彼女の過去の思い出――例えば，お弁当の違
いによる同級生からのからかいや家に施されたギリ
シア建築風デコレーションに対する嫌悪感――を考
慮すると，彼女のギリシア文化あるいはギリシア人
に対する誇りや愛着は，父親が目指しているものと
少し距離があると言わざるを得ない。しかしながら，
トゥーラが望む，望まないにかかわらず，彼女のギ
リシア系アメリカ人としてのアイデンティティは，
30年あまりの彼女の人生にしっかりと刻み込まれ
ていると言えるだろう。
本論文では，主人公トゥーラや彼女の夫となるイ
アンが，結婚に向けてどのように様々な衝突と対処
してきたのか，彼らのコンフリクト・マネジメント
の過程と結果について，ステラ・ティン-トーミィー
（StelaTing-Toomey）とジョン・G・エッツェル
（JohnG.Oetzel）の理論の枠組みを中心に，その
枠組みにあてはめながら検証したいと思う。
コンフリクト・スタイル（・ConflictStyle・）
我々は，日々の暮らしの中で望む，望まないにか
かわらず様々な対立に向き合わなければならないこ
とがある。その衝突は自分にとって扱うのが非常に
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やっかいで精神的ストレスが大きいものもあれば，
そうではないものもあるだろう。それは衝突の原因
だけではなく衝突の相手が誰であるかによっても大
きく異なるように思われる。つまり衝突の相手が，
トゥーラのように家族なのか，それとも上司なのか，
あるいは異なった文化的背景を持つ人なのかによっ
て，我々は異なったコンフリクト・スタイルを用い
ているのである。
キルマン（Kilmann）やトーマス（Thomas）など
の研究者は，自己への関心度と他者（衝突の相手）
への関心度によって，5つのコンフリクト・スタイ
ルに分類している（図1参照）。一つ目は，「競い
合い型（・CompetingStyle・）」であり，他者への
関心が低く，自分への関心が高い場合である。二つ
目は，「順応型（・AccommodatingStyle・）」であり，
他者への関心が高く，自分への関心が低い場合であ
る。三つ目は，「協力型（・ColaboratingStyle・）」
であり，他者への関心が高く，自己への関心も高い
場合である。四つ目は，「引っ込み型（・Withdrawing/
AvoidingStyle・）」であり，他者へも自己へも関
心が低い場合である。最後は，「譲歩型（・Compro-
misingStyle・）」であり，他者へも自己へも適当な関
心がある場合である（Canary&Cody&Manusov
p.412）。
これら5つのコンフリクト・スタイルにはそれ
ぞれ長所と短所がある。「競い合い型（・Competing
Style・）」は，当事者の関係性よりその時の実質的
あるいは物質的な目的が重要視される場合有効であ
り，すばやく決定できるというメリットがある。そ
の一方，関係性は悪化するというデメリットがある。
「順応型（・AccommodatingStyle・）」では，関係性
を高めることが可能である一方，力がないことが相
手に伝わり，実質的目的を犠牲にせざるを得ない。
「協力型（・ColaboratingStyle・）」では，当事者す
べてを満足させることが可能であり，創造的な問題
解決法を提案できたり，関係性も高めることが見
込める。その一方で双方が莫大なエネルギーを消
耗する恐れがある。「引っ込み型（・Withdrawing/
AvoidingStyle・）」では，攻撃から身を守ること
が可能であり，お互いの関係が短いと分かっている
場合は適当な態度といえる。しかし対立というもの
が不自然なものであり，どんな犠牲を払っても避け
るものだというような考え方が備わってしまう危険
性がある。「譲歩型（・CompromisingStyle・）」で
は，当事者の関係性を保つことができ，誰にとって
も合理的に感じられる。その一方，ある程度お互い
に自分たちのゴールを犠牲にしなければならない
（Canary&Cody&Manusovp.413）。
ティン-トゥーミーとエッツェルは，これら5つ
のスタイルが衝突行動の微妙なニュアンスを見落と
していることを指摘するとともに，自己と他者（衝
突の相手）に対する「面子（・face・）」の重要度を基
にさらに3つのスタイルを付け加えるとともに，
先の5つのコンフリクト・スタイルをバージョン
アップさせている（Ting-Toomey&Oetzelpp.46-
48）。
一つ目の「感情的表現（・EmotionalExpression・）」
は，自己の面子への関心が比較的高く，他者の面子
への関心が比較的低い場合である。自己の感情の赴
くままに衝突中のコミュニケーション活動を誘導す
る。二つ目の「第三者の助け（・Third-PartyHelp・）」
は，自己の面子への関心と他者の面子への関心が同
じ程度であり，適当な場合である。第三者を使って
衝突を解決しようとするものである。三つ目の「放
置（・Neglect・）」は，自己の面子への関心が高く，
他者の面子への関心が適度である場合である。受動
攻撃的な反応を使うことによって，衝突を避けると
同時に衝突相手から間接的な攻撃を受けるというも
のである（Ting-Toomey& Oetzelp.47）。（図 2
参照）
またティン-トゥーミーとエッツェルは，個人主
義的価値観を持つ人たちは，自己の面子を重要視す
る傾向があり，全体主義的価値観を持つ人たちは他
者の面子を重要視する傾向があると述べている。こ
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のように彼らは，文化のもつ様々な価値観の様相も
コンフリクト・スタイルに影響を及ぼしていること
を明らかにしている。キルマンやトーマスが提案し
た5つのコンフリクト・スタイルには，文化のも
つ様々な価値観が考慮されていないが，ティン-トゥー
ミーとエッツェルのコンフリクト・スタイル・バー
ジョンには，文化のもつ様々な価値観も配慮されて
いることがわかる。
そのため，キルマンやトーマスによる 5つの
コンフリクト・スタイルにおいて，「引っ込み型
（・AvoidingStyle・）」は，自己および他者に対す
る関心度が最も低く，否定的なスタイルとして扱わ
れている。一方，ティン-トゥーミーとエッツェル
の場合は，「引っ込み型（・AvoidingStyle・）」を自
己への面子に対する関心度は低いが，他者への面子
に対する関心度が高いものとして扱っている。よっ
て，面子を重んじる全体主義的な文化に属する人た
ちにとっては，このスタイルは必ずしも否定的なス
タイルとしては扱われないのである。
ヴァンゲリスティ（Vangelisti）は，比較的親し
い間柄にある人との衝突を行動の属性によって分類
している（図3参照）。例えば，衝突相手の消極的
でよくない性格をその人の衝突行動の原因とする一
方，自分の衝突行動の原因をその状況により生じた
偶発的なものと判断することによって，両者の関係
性は片方だけが満足できる結果（・win-loseconflict
climate・）を生み出すことになる。
このように我々のコンフリクト・スタイルは様々
な視点から，いくつかのパターンに分類することが
可能である。そして我々は，意識的にあるいは無意
識に，その場に応じたコンフリクト・スタイルを用
いて，衝突の解決をできるだけ円滑に図ろうとして
いるのである。
では，我々はどのように衝突の解決に至るとき，
それを円滑であると評価することができるのだろう
か。ティン-トゥーミーとエッツェルは，能力のあ
るコンフリクト・コミュニケーターを次のように定
義している。
Acompetentconflictcommunicatorisone
whomanagesconflictmeaningappropriately
andeffectively,andthesametime,trans-
formstheconflictrelationshiptoahigher
levelofsatisfactionandproductivity.（em-
phasisadded,p.61）
ティン-トゥーミーとエッツェルによれば，能力の
あるコンフリクト・コミュニケーターとは，「適切
に（・appropriately・）」，「効果的に（・effectively・）」
衝突を取り扱い，その結果として「満足（・satisfac-
tion・）」と「生産性（・productivity・）」を生み出す
ことができる人である。「適切に」は，いかに双方
の衝突行動が正しく理解されているかを意味してい
る。衝突が異文化間の場合には，衝突相手の文化の
枠組みを用いてその行動が評価，認識されなければ
ならない。「効果的に」は，双方が互いに理解し，
映画『マイ・ビッグ・ファット・ウエディング』に見られるコンフリクト・マネジメントについて
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双方が希望の目的に至ることを意味する。「満足」
は，双方の文化的あるいは個人的アイデンティティ
が肯定的に理解される時に得られるものである。
「生産性」は，双方が衝突のプロセス後，何か成し
遂げられたという感覚を指している（Ting-
Toomey&Oetzelpp.57-60）。
では，どのコンフリクト・スタイルを用いること
によって，あるいは，どのような衝突に対する態度
をとることによって，我々は理想的な衝突のプロセ
スを経験することができるのだろうか。
映画『マイ・ビッグ・ファット・ウエディング』
について，ティン-トゥーミーとエッツェルの理論
の枠組みを中心に用いながらコンフリクト・スタイ
ルについて検証していくことにより，上記の質問の
答えとしたいと思う。
AvoidingStyleあるいはAccommodating
Style
映画は，土砂降りの雨の中，父親が経営するギリ
シア料理店へ車で向かうトゥーラと父親2人の場
面から始まる。車中で父親は，トゥーラに早くギリ
シア人の男性と結婚して，ギリシア人の赤ちゃんを
産み，自分をはじめ親族に赤ちゃんの顔を見せてく
れるよう促す。開店準備をする間，たくさんの親類
が店を訪れるが，彼らの話題はやはり30歳となり
結婚適齢期を過ぎたと思われるトゥーラの結婚につ
いてである。トゥーラは，ギリシア人男性との結婚
を急かす父をはじめとする親戚たちのプレッシャー
に辟易しながらも，それに反発し行動を起こすこと
もなく，ただ自分の将来――素敵な男性が現れて恋
愛することができるかどうか――を案じているだけ
である。身なりに気を使うこともなく，そこには漫
然と父の店を手伝う毎日しかない。
トゥーラは，父親や親戚たちに自分の本当の思い
を伝えることはない。ただ彼らの言葉にひたすら耳
を傾ける，あるいは傾けるふりをするだけである。
彼女は，彼らに反抗的態度をとることや，悪態をつ
くことをしない。そこには，トゥーラの父親だけで
なく親類たちに対する愛情が見られる。彼女には父
を含む親類たちの期待を裏切ることはできないので
ある。そのため，彼女のこの結婚問題についての父
や親類たちに対する衝突の対処法は，「引っ込み型
（・AvoidingStyle・）」あるいは「順応（・Obliging
Style・）」ということになるだろう。トゥーラは，
何事においても自分の存在は二の次である。自分の
ことは気に掛けず，また自分の面子も重んじていな
い。その一方，父たちの面子をつぶすことには気を
配っているように思われる。「引っ込み型（・With-
drawing/AvoidingStyle・）」，「順応型（・Accom-
modating/ObligingStyle・）」は，キルマンやトー
マスの分類を用いると双方にとってあまり有意義な
衝突の回避とは言えないが，ギリシア人の性質，つ
まり彼らが全体主義的であることを考慮すれば，ティ
ン-トゥーミーが「全体主義者は必ずしも順応型や
逃避型を否定的に捉えない」（Ting-Toomey,
1988）と指摘していることも念頭に置かなければ
ならないだろう。
しかし，店に一人の客――後に恋人となり，結婚
することになるアメリカ人イアン――が現れ，トゥー
ラが一目ぼれしたことにより，彼女のコンフリクト・
スタイルは徐々に変化することになる。
ThirdPartyHelp
まずトゥーラは，父親に大学の公開講座に通って
コンピュータを学びたいという相談を持ちかける。
ギリシア人と結婚し，ギリシア人の子供を儲けるこ
とだけが父の願いであり，そこに学校へいくオプショ
ンは用意されてはいない。言うまでもなく，父親は
トゥーラに「早く結婚して，子供をつくれ。おまえ
はばあさんに見えるぞ」と言い放ち，猛反対するの
である。そこでトゥーラは，「第三者の助け（・Third
PartyHelp・）」――ここでは母親――を用いるので
ある。母親の口添えが功を奏し，トゥーラは結婚問
題と向き合う，新たなコンフリクト・スタイルと対
峙することになる。
学校に通いだしたトゥーラは，何事に対しても積
極的なり，それは彼女の外見の変化にも表れている。
分厚いメガネはコンタクトレンズに変わり，念入り
に化粧をし，服装にも気を配っている。学校にはサ
ンドイッチを持参し，学友とランチタイムを共にし
ている。これは彼女が小学生時代できなかったこと
であり，トゥーラのささやかな願いを叶える行為で
もあるのかもしれない。
トゥーラは，再び「第三者の助け（・ThirdParty
Help・）」――母親と叔母――を用いて，父の店の手
伝いを辞めて，叔母の店である旅行代理店を手伝う
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ことに成功する。叔母の店では，学校で学んだコン
ピュータ技術を生かすことができ，彼女は以前にも
まして生き生きと仕事に精を出す。そして偶然店の
前を通りかかったイアンと再会し，彼との交際が始
まるのである。
イアンとの交際が始まってほどなく，トゥーラは
ギリシア人である自分とアメリカ人であるイアンの
交際が実を結ぶことはないとイアンに打ち明ける。
彼女はいかに自分たち（の文化）とアメリカ人（の
文化）が異なるかを述べ，身内にはギリシア人以外
と結婚した人は誰もいないことを嘆くのである。し
かしイアンは，トゥーラ自身の魅力は自分たちの抱
える文化の差を大きく上回るものであり，異文化間
の差異は交際を諦める理由にはならないことを彼女
に訴える。ここから二人の本格的な，そして秘密の
交際が始まることになる。
トゥーラはアメリカ人であるイアンとの交際を家
族に話そうとはせず，イアンとデートに出掛ける際
は，必ず嘘をついていた。やがてその嘘は，トゥー
ラの身内全員に知れ渡り，早速トゥーラとイアンの
交際について親族全員を含めた親族会議が開催され
る。
アメリカ人イアンにとっては，30歳の大人の女
性であるトゥーラとの交際に関して，彼女の父親に
許可をもらうこと自体が不思議であったが，彼は彼
女が，あるいは彼女の家族が望むように交際の許可
を求めることに従った。しかしながら，ギリシア人
ではないイアンの許可をトゥーラの父親が認めるわ
けはなかった。トゥーラは今回も「第三者の助け
（・ThirdPartyHelp・）」――母親――を使おうとす
るが，トゥーラのイアンへの愛情が非常に深いもの
であることを知った母親は，その役目を引き受ける
ことはなかった。母親も父親同様，トゥーラにギリ
シア人男性との結婚を望んでいるのである。両親と
トゥーラは，イアンとの交際をめぐって対立するこ
とになる。
CompromisingStyleからAvoidingStyleへ
トゥーラの両親は，トゥーラがイアンとの交際を
諦め，彼女とギリシア人男性とを早く結婚させるた
め，次々にギリシア人男性を夕食に招く。これは実
際のところお見合いのようなものであるが，トゥー
ラ自身は不承不承ではあるものの両親に逆らうこと
はしなかった。しかし，両親の思いとは裏腹に次々
に現れる男性たちのなかには，トゥーラだけでなく
両親の御眼鏡に適うような男性はなかなかいなかっ
たのである。そしてその間もトゥーラは，イアンと
のデートを重ねていた。このようなトゥーラの行動
は，「譲歩型（・CompromisingStyle・）」にあては
めることができる。あくまでも両親の面子を立て，
お見合いはするものの，自分の気持ちをすべて押し
殺すようなことはしないのである。またトゥーラの
視点に立てば，図3から分かるように彼女と両親
の行動は彼女たちに「双方が満足できる（・Win-
Win・）」関係を生み出そうとしていると言えるので
はないだろうか。それは，次の引用からも裏付ける
ことが可能であろう。
Itseemsthatintimatepartnerswholearnto
acceptsomeresponsibilityforaconflictand
arewilingtoexploretheirownroleinthe
conflictsituationcanmovetheconflictto
awin-winmodemorereadilythanindividu-
alswhoaretooreadytolashoutandblame
theirpartners.（Ting-Toomey&Oetzelp.72）
トゥーラは，ギリシア文化やギリシアの伝統を非常
に重んじる両親たちの思いを理解し，本来自分がそ
の思いに答えるべき責任を担っていることも承知し
ている。だからこそ，その責任を果たすべくお見合
いをし，両親を責めることはしないのである。そし
て密かにイアンとの交際を継続させているのである。
しかし，トゥーラの本当の気持ちが両親に伝わら
ないはずはなく，結果として彼女の行為は彼女と両
親の関係を「片方しか満足しない（・Win-Lose・）」
状態に至らせることになる。つまり「双方が満足で
きる（・Win-Win・）」関係は一時的なものであり，
衝突の解決には至っていないのである。実際のとこ
ろ，この時期にトゥーラはイアンからプロポーズさ
れている一方，彼女の両親はトゥーラが自分たちの
希望をもはや叶えてくれないことを嘆いている。と
りわけ父親は，アメリカ人男性がどのような価値観
を持っているかということが全くわからないことに
対する不安や恐怖心を抱いている。この父親の不
安は，我々にギリシア人の持つ「不確かさの回避
（・UncertaintyAvoidance・）」の度合いの強さを連
想させる。「不確かさの回避」は，ホフステッド
映画『マイ・ビッグ・ファット・ウエディング』に見られるコンフリクト・マネジメントについて
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（Hofstede）が，様々な国の文化をより分かりやす
くパターン化するため，文化の持つ価値観を4つ
に分類したうちのひとつである。ホフステッドは，
4つの価値観――「個人主義／全体主義（・Individ-
ualism/Colectivism・）」，「不確かさの回避」，「権
力の距離（・PowerDistance・）」，「男性性／女性性
（・Masculinity/Femininity・）」――それぞれについ
て，53カ国を対象に順位付けしている。アメリカ
人の「不確かさの回避」の順位は53カ国中43位で
あるのに対し，ギリシア人の順位は1位である。
このことからギリシア人は予測不明であることに対
する恐怖心が極めて高いことが分かる（Samovar
&Porter,pp.140-150）。そのため父親は，予測が
難しいアメリカ人ではなく，どのような行為をする
か推測可能なギリシア人を娘の結婚相手として選ぶ
ことを求めているように思われる。また父親の「恐
れ」は，異人種間結婚に反対する大きな理由となる
「恐れ」と似ているのかもしれない。R・フランケ
ンバーグ（R.Frankenberg）はこの恐れについて，
コミュニティの非難，結婚する2人の肉体的およ
び精神的幸福に対する恐れ，村八分の恐怖などを挙
げている。
トゥーラ自身も両親の思いを痛いほど感じ，イア
ンの勤務する高校に突然現れてイアンに自分に思い
を次のように伝えるのである。
Ian:What・sgoingon?Areyouokay?
Toula:CanwegotoVegas?
Ian:What?
Toula:CanwegotoNiagaraFalsorFiji..
YouwantgotoFiji?
Ian:Sure.
Toula:Okay,let・sgo.Comeon.
Ian:Hey,hey.Comehere.What'sthemat-
ter?
Toula:Ijustfeellikewecan・tgetmarried,
notlikethis.It・slike..whenI'mwithyou..I
am sohappy..butmyfamilyissounhappy.
Andourweddingshouldbethisjoyousthing.
Butitwon・tbeforthem,becauseitcan・tbein
church.So,let・sjustgosomewhere.Please,
let・sjustgo.Justgo..（emphasisadded,chap-
ter10）
トゥーラは，自分の幸せは家族の不幸につながっ
ており，その原因は自分とイアンの異文化間の結婚
にあるとしている。そしてこの衝突の解決のために
彼女が取ろうとしている行動は，両親や結婚問題そ
のものからの逃避であり，それは キルマンとトー
マスの枠組みの「逃避型（・AvoidingStyle・）」と
いうことができる。そこには誰のことも気にする余
裕はなく，ただその衝突を回避するにすぎない。そ
れは一見トゥーラにとってみれば，イアンとの結婚
を実現できる「片方が満足できる（・Win-Lose・）」
状態の確保と言えるかもしれない。しかしトゥーラ
の両親への思いを考慮すれば，両親から祝福されな
い結婚は，決してそのような状態ではないことは，
誰の目にも明らかである。
結局イアンは衝突の解決に向けて，つまりトゥー
ラの，そしてトゥーラの親類全員の望みをかなえる
ためにギリシア正教の教会での結婚実現に向けて，
洗礼を受けることを決意する。それは，イアンの
「君の家族に認めてもらうために何だってするよ」
という言葉にも表れているといえよう。
CompromisingStyle
イアンが洗礼を受けることを了承したことで，トゥー
ラの両親をはじめとする親族一同が，トゥーラとイ
アンの結婚を認めることになる。もちろんトゥーラ
の父親にしてみれば，かなりの妥協であることは言
うまでもない。この場面から，トゥーラ，そして両
親の双方が「譲歩型（・CompromisingStyle・）」を
使用することで，衝突の解決に向けて大きく動き出
したと言える。
イアンだけをとってみれば，「順応型（・Obliging
Style・）」にあてはめることができる。彼は自分の
ことは全く考えず，トゥーラの思いを最優先に考え，
彼女の両親の面子を立てることを重んじている。イ
アンの両親は，当然のことながら息子がアメリカ式
の結婚式を挙げることを考えていた。しかしその両
親に対してもイアンはトゥーラの目の前で，ギリシ
ア正教教会で結婚式を挙げることをきっぱりと話し
ている。またイアンは，積極的にギリシア文化に関
わり，トゥーラの親族たちに溶け込もうと並々なら
ぬ努力をしている。そのような彼のコンフリクト・ス
タイルは，トゥーラに洗礼後に語った「これで僕も
ギリシア人だ」という言葉にも表れていると言える。
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双方の「譲歩型（・CompromisingStyle・）」の使
用は，衝突に対し文字通り歩み寄りを見せていると
言えよう。トゥーラの家にたびたび訪れるイアンに
対し，父親はなかなかわだかまりを捨てるまでには
至らなかったが，母親を初めてとして親類すべてが
イアンを受け入れ始めていた。
CollaboratingStyle/IntegratingStyle
イアンや彼の両親は，トゥーラの家族と比較する
と，異なった文化に対して非常に寛容であることが
分かる。例えば，イアンはトゥーラの父が経営する
店で開催されたギリシア式「復活祭」において，ギ
リシア式ジョークや宴会にとまどいながらも，分か
らないことは質問するなどして，自分の文化とは異
なる事柄を決して否定することはない。そこに相手
（の文化）を尊重するイアンの姿を見ることが可能
である。またトゥーラの家で結婚式の準備をしてい
る際，イアンは手を負傷する。トゥーラの父は，そ
の傷口に窓ふきスプレーを掛けるのだが，イアンは
その行為を非難することしないのである。トゥーラ
の父がそのような行為をしたのは，彼が窓ふきスプ
レーが傷に関してはよく効くと信じているためであ
る。さらにイアンやトゥーラが質素な結婚式を望ん
でいたにもかかわらず，トゥーラの両親が盛大な結
婚式を挙げることを提案すると彼らは直ちにその提
案に従っている。イアンの両親については，彼らが
トゥーラの家に招待され，初めて目にする食べ物を
勧められた際も彼らは驚きながらも一切拒絶するこ
とはしないのである。
このようにイアンやイアンの両親たちは，相手の
文化を尊重し，その違いを積極的に受け入れている。
彼らは異文化に対し非常に寛容であり，異文化コミュ
ニケーションの視点から考えても理想的な態度であ
ることが分かるだろう。このようなイアンやイアン
の両親たちの態度が土台となって，トゥーラ，イア
ンそしてトゥーラの家族のコンフリクト・スタイル
は，「協力型・統合型」（・ColaboratingStyle/
IntegratingStyle・）」へ導かれていくのである。
トゥーラとイアンの結婚披露宴において，物語の
中で最も彼らの結婚に反対していたトゥーラの父親
は，次のようなスピーチをしている。
Iwasthinking,lastnight..thenightbefore..
mydaughterwasgoingtomarryIanMiler..
thattherootoftheword・miler・..isaGreek
word.And・miler・comefrom..theGreek
wordmilo..whichismean・apple.・There
yougo.Asmanyofyouknow..ourname
Portokalos..iscomefrom theGreekword
portkali..whichmeans・orange.・So,okay..
heretonight..wehaveappleandorange.
Wealdifferent..but,intheend,wealfruit.
（emphasisadded,chapter17）
トゥーラの父親は，自分たちポルトカルロ家の名
前がギリシア語で「みかん」を意味し，イアンのミ
ラー家の名前が「りんご」を意味することを述べて
いる。彼がここで語っていることは，ギリシア人と
アメリカ人の共通点である。今まで彼は，アメリカ
人イアンと自分たちとの相違点ばかりに目を向けて
いた。そこに衝突回避の糸口は見えないのである。
しかしトゥーラの父親は，結婚式を翌日に控え，た
びたび彼の家を訪れていたこれまでのイアンのふる
まいを改めて振り返ったのではないだろうか。そこ
にあるのは，イアンの誰に対しても誠実で，寛容な
姿だったはずである。つまり，父親が行った振り返
り行為は，異文化コミュニケーションにおいて必要
とされている4つの要素 ―― 知識（・Knowledge・），
動機（・Motivation・），技能（・Skils），注意深さ
（・Mindfulness・）」―― のうち一つである「注意深
さ（・Mindfulness・）」に深くかかわっているように
思われる（Takegoshi）。結婚式最後の父親の言
葉や父親からトゥーラとイアンに贈られた結婚祝
い―― 家 ――は，トゥーラとイアンの結婚に関す
る衝突が建設的に対処されたことを表していると言
えよう。
結 論
ティン‐トゥーミィーとエッツェルは，建設的に
異文化間の衝突を取り扱うためには，適切にそして
効果的にコミュニケーションすることが必要である
ことを述べている。そしてそのためには，異なった
世界観を尊重し，相手の文化との共通点や相違点に
敏感であることや，自分自身が自民族中心主義に陥っ
ていないかを確認する必要があると語っている
映画『マイ・ビッグ・ファット・ウエディング』に見られるコンフリクト・マネジメントについて
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（Ting-Toomey&Oetzelp.195）。
映画『マイ・ビッグ・ファット・ウエディング』
において，トゥーラとイアンの結婚をめぐっての衝
突回避に向けて各々が取ったコンフリクト・スタイ
ルには，彼らの文化的価値観を含めて面子へのこだ
わり，文化的アイデンティティの度合い，そして異
文化コミュニケーション能力が反映されていたこと
がわかる。
トゥーラが当初取っていたコンフリクト・スタイ
ルである「引っ込み型（・AvoidingStyle・）」ある
いは「順応型（・ObligingStyle・）」は，ギリシア文
化のように全体主義の要素が比較的強い文化におい
ては，相手の面子を保つためによく用いられる方法
であると考えられる。
また父親が取っていたコンフリクト・スタイルで
ある「譲歩型（・CompromisingStyle・）」は，文化
的アイデンティティが高い人に用いられる方法であ
ると考えられている。このことは，ギリシア人とし
てのアイデンティティが非常に高いトゥーラの父に
も当てはまっている。
イアンのようなアメリカ人は，本来直接的で率直
なコンフリクト・スタイルを望むとされている。し
かしながら，イアンはこの特徴には当てはまらない。
これには彼個人の性格が影響しているかもしれない
が，それ以上に彼の非常に高い異文化コミュニケー
ション能力に関係があると考えられる。
彼は，効果的に衝突と対処するためにすべての状
況に対してとても「注意深く（・Mindful・）」なって
いたように思われる。相手の文化を積極的に受け入
れようとし，相手の言語も覚えようとその努力を怠
ることはなかった。衝突による互いの傷が少しでも
癒えるように，あるいは互いが抱えるジレンマを少
しでも解消するために，互いのコンフリクト・スタ
イルに目を向けることを忘れていない。このような
・mindful・な姿勢こそが理想的なコンフリクト・ス
タイルには求められるのではないだろうか。
イアンは先に述べた「能力のあるコンフリクト・
コミュニケーター」と呼ぶことができるだろう。彼
は，衝突相手の文化の枠組みを用いてその行動を評
価，認識している。そしてイアンとトゥーラの家族
は双方が互いに理解し，双方の目的，つまり幸せな
結婚に至ることができている。さらにここでは双方
の文化的あるいは個人的アイデンティティが肯定的
に理解されている。そして最終的に，双方が衝突の
プロセス後，何かを成し遂げられた感覚を得ること
ができていると言えるだろう。そこには，確かに
「適切に」，「効果的に」衝突を扱い，その結果とし
て「満足」と「生産性」を生み出しているコンフリク
ト・コミュニケーターの姿が存在しているのである。
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